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Yokoi Shōnan and “Kinsiroku （Reflections on Things at Hand）”:
On His Acceptance of the Idea of “Sandai （Three Dynasties）”
KITANO Yuji　
Abstract
　Yokoi Shōnan（1809-1869）, Confucian scholar and samurai from the Higo （Kumamoto） 
Domain, formulated the idea of “Sandai （Three Dynasties）”as his fundamental political 
thought in his mid-thirties.
　This idea originated in orthodox Confucianism, which idealized the politics of the three 
dynasties, namely the Hsia, the Yin, and the Chou in ancient China. The idea of Sandai 
was accepted by the Neo-Confucianists in the Sung Period, e.g.Chou Tun-i, Chang Tsai, 
Ch’eng Hao, Ch’eng I and Chu Hsi. Yokoi Shōnan focused on the philosophy of these 
Confucianists in his mid-thirties.
　Chu Hsi and Lu Zugian edited “Kinsiroku （Reflections on Things at Hand）”in 1176, 
namely the anthology of the writings and analects of Chou Tun-i, Chang Tsai, Ch’eng 
Hao and Ch’eng I, as a beginner’s textbook on the Neo-Confucianism. In 1843, Yokoi 
Shōnan read this anthology intensively with his like-minded colleagues in the Higo 
Domain. 
　I have attempted in this paper to examine the relationship of his intensive reading of 
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“Kinsiroku”to his acceptance and advocacy of the Idea of Sandai in his mid-thirties. 
Then I pay attention to the word Sandai and some words and phrases connected with 
Sandai, e.g. “Ikonogaku （the study for self-discipline）”, “Seishin （making the mind 
sincere）”, “Gyo-shun （Yao and Shun）” and “Jinsei （benevolent rule）”. As a result of this 
examination, I pointed to the possibility that Yokoi Shōnan was influenced by “Kinsiroku”  
to accept and advocate the Idea of Sandai on grounds of the similarities of  the words 
and phrases used and the synchronicity between the advocacy of Sandai and the 
intensive reading of the anthology.
Key words : Yokoi Shōnan, the idea of  “Sandai （Three Dynasties）”, “Kinsiroku 
（Reflections on Things at Hand ）”
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の模範に従って己を修め人を安んじる 2）ことを求める。その淵源は『論語』 3），『孟子』 4）その
他の儒教の経典に求められる。
1 ） 拙稿「横井小楠 30 代における「三代」理念の形成」『大阪産業大学論集』人文・社会科学編，第 16 号，




中庸』，岩波書店（岩波文庫），1998 年所収），88 頁。『朱子全書』第 6 巻，上海古籍出版社，安徽教
育出版社，2002 年所収，13-14 頁。
3 ）金谷治訳注『論語』，岩波書店（岩波文庫），2000 年，309-310，316 頁。










































5 ） 山崎正董『横井小楠　下巻　遺稿篇』，明治書院，1838 年，240 頁。以下『遺稿篇』と略記する。『近思録』
には，聖人を学びたかったら「聖人の気象を玩味」すべきであるという程伊川の言葉が載せられてい
る。市川安司『近思録』（新釈漢文大系 37），明治書院，1995 年，164 頁。以下『近思録』と略記する。
6 ） 『遺稿篇』，901，922，923 頁。
7 ） 小楠は特に『書経』（『尚書』）の中の「堯典」，「舜典」，「皋陶謨」，「大禹謨」，「益稷」の章を重視した。
池田末利訳注『尚書』（全釈漢文体系 11），集英社，1980 年参照。














30 代の三代理念に触れたものは少ない 11）。小楠の三代理念が 30 代に成立したこと自体が
ほとんど認識されて来なかった。このことは 20 代，30 代の漢詩文や雑録が一部のものを
除いてあまり重視されなかったこと，漢詩文の成立年代や典故の研究，解読がほとんど行
われなかったことなどに起因する。このような状況は，近年野口宗親が小楠の漢詩文を多
くの場合，その典故，時期も含めて解読し 12），さらにそれを通じて小楠がすでに 30 代半ば
に三代の理念を唱えたことを指摘したこと 13）によって解消された。






上杉鷹山（第 10 代米沢藩主，藩政改革に尽力），毛利斉広（第 12 代長州藩主，就封後一
カ月で早世），中国三国時代の諸葛武侯（諸葛亮，字は孔明）を三代の精神の体現者とし





巻　第 5・6 合併号，1973 年，204-206 頁。松浦玲『横井小楠　儒教的正義とは何か　＜増補版＞』，
朝日新聞社（朝日選書），2000 年（初版は 1976 年），297 頁。野口宗親「横井小楠の「感懐」詩につ
いて」『熊本大学教育学部紀要』人文科学，第 55 号，2006 年，19-20，22-23，25 頁。
12）野口宗親『横井小楠漢詩文全釈』，熊本出版文化会館，2011 年。以下『漢詩文全釈』と略記する。
13）前掲野口宗親「横井小楠の「感懐」詩について」参照。





























































17） 小楠は 40 代以降になると「堯舜三代」という言葉も用いている。『遺稿篇』，901，922-923 頁。なお「堯
舜三代」は『近思録』では後述するように程明道の文章の中に出てくる。『近思録』，482 頁。
 18） 『近思録』，226，461-462，482-483 頁。
 19）『近思録』，413 頁。出典は『二程全書』冊 2　伊川文集巻之一，台湾中華書局，1969 年，第三丁。
 20）『近思録』，217 頁。出典は『二程全書』冊 3　伊川経説巻之四，台湾中華書局，1969 年，第二丁。





















































































































































































































































































































































　小楠が「誠意の工夫」を唱えるようになったのは，40 代の後半以降である。嘉永 6 年


















61） 金谷治訳注『大学・中庸』，岩波書店（岩波文庫），1998 年，222-223 頁。朱熹「中庸章句」第二十七条（前























できない。しかし，小楠は嘉永 3 年（1850）6 月 19 日付で藤田東湖に出した書簡の中で，
近年南朝の事を書いており，脱稿すれば友人に送って叱正を願うつもりだと知らせている。




























冬十一月」と記されていることから，天保 14 年の 11 月であることが分かる。「題見聞私
記後」は第 12 代長州藩主毛利斉広の言行録『見聞私記』を読んだ感想文である。毛利斉
広は天保 7 年（1836）年に就封した後，一カ月も経たないうちに 20 歳の若さで急逝した。
















































































　小楠は天保 14 年（1843）9 月 3 日に熊本を襲った台風による大災害に際して，藩当局
に民衆の救済を訴えた漢詩（「感懐二首」 82） を残している。以来，生涯にわたって為政者




　次に，漢詩の連作である「感懐十首」 84）は弘化 2 年（1845）に詠まれ，その後詩の差し替え，
77） 諸橋轍次『大漢和辞典』巻の 2，大修館書店，2001 年，929 頁の「周官」の項目を参照した。




阪産業大学人間環境論集』、第 9 号，2010 年，23-40 頁参照。
82）『遺稿篇』，874 頁。『漢詩文全釈』，123-124 頁。
83） 『遺稿篇』，91-92 頁。






























































































































100）朱子「大学章句序」（前掲『朱子全書』第 6 巻所収），13-14 頁。
